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１０月末に行われたロシアによる対ウクライのミサイル攻撃は、主に電力施設を標的とし

たもので、あちこちで停電が起きていることは、日本でもニュースになり、ご存じのロータ

リアンも多いかと思います。昨年のロシア侵攻開始の際、「ブチャの虐殺」と呼ばれる戦争

犯罪に巻き込まれ、大きな被害を受けたブチャでも、この１０月の攻撃でインフラが破壊さ

れました。 

 

田島ガバナー年度には、地区内各クラブにお願いし、ウクライナからの避難民を支援してい

るポーランドのシュチェチン RC に義捐金を送りましたが、今般、同クラブあてに、ブチャ

から支援の依頼が届いたとの知らせがありました。発信元は、Revival of the Buchan District

と呼ばれる慈善財団の理事長で、I.M. Pidkipnij という人物です。この団体にはホームペ

ージ（https://savebucha.com/）があり、ポーランドのロータリーと連携して、いくつかの

支援活動に従事するとともに、ロシア侵攻開始から様々な人道支援活動を行ってきたこと

が示されています。ブチャの地域社会のリーダーとボランティアが力を合わせて運営して

いる団体です。 

 

オリジナルの手紙はウクライナ語と思われますが、シュチェチン RC のマレック氏が英語

訳をつけて送ってくれました。以下にその日本語訳を掲載します。 

 

「ブチャ地域復興財団は、ロシアの攻撃に影響を受けたウクライナ人を支援するための組

織です。ここ数週間でウクライナのエネルギー供給インフラの 30％以上が破壊され、ブチ

ャ地域でも、送電網と送電設備が大打撃を受けました。このため、現地住民の生活に不可欠

な水道、保健、教育、福祉施設などばかりでなく、住民が寒さから逃れるためのシェルター

でも、停電が長引いています。このような状況を改善するため、2-8 キロワットの内燃機関

つき発電機の寄付をお願いする次第です。この困難な状況の中、ロータリーの皆様にご支援

いただければ幸いです。」 

 

シュチェチン RC によれば、この発電機は１台およそ 2000 ユーロ（日本円でおおむね３０

万円）だそうです。シュチェチン RC のマレック氏からは、昨年度送った義捐金の使途につ

いて、詳細な報告を受けており、同クラブがウクライナに持つネットワークをもってすれば、

必ずや発電機をブチャに届け、現地の団体がしかるべき運用をしてくれるものと確信して

います。 
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